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最

低
生
活
費

課
税
説
を
駁
す

・

マ
ル
ク
ス
氏
鯨
剰
債
値

読

の
評
論

職
國
の
都
市
…

小

作
制
と
小

作
法

我

国

に
於
け

る
困
民
所
得

の
獲
建

経

済
道

と
経
済
術

時

外
柵

我
邦

の
相
続

税

を
論
ず

・

岨説

苑

地
學
観
肚
會

學
説

に
就

き
て

・

リ
ッ
ケ

ル
ト

の
債
値
艦

系

・

難
皿

録

罵

誓

い憲

譲

段
説

一

法
學
博
士

渋
墨
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士
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雄
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財

部
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學
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米
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太

郎

纒
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學
土

黒
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雑

録

ニ
ル

ン
λ
卜

・

フ
サ
ー

ド

リ
ツ

ヒ
の
縄

濟
階

段
説

雑

、

エ
ル

ン
ス
ト
、
フ

リ

ー
ド

リ

ッ

ヒ

の
経

済

階

段

説

黒

正

巖

エ
ル

ン
ス
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
に

そ
の
著
経
済
地
理
.學
の
総
論

に

コ

於
て

一
の
縄
・濟
階
段
説
か
樹
立
し
た
。

氏
は
纒
濟
階
段
な
駆
史
的
に
考

ふ
み
ピ
同
時

に
、
現
今
世
界

に
分
布
ぜ
ろ
各
民
族
の
経
済

蛮
達
の
程
度

な
明
に
し

、
経
済
階
段
の
地
理
的
考
察

な
試
み
、
以
て
そ
の
分
布
状
態

々
論
述
し
た
。
而
て
氏
に
特

に
後

の
鮎

な
本
説

の
主
眼
こ
し
巻
末
に
は

そ
の
分
布
地
固
な
も
掲
げ
穴
。
其

の
説

く
所
、
従
来
の
諸
階
段
親
ミ
大

に
趣
た
異

に
す

う
も
の
が
あ

み
の
で
、
蘇

に
そ
の
梗
概
な
紹
介
ず
る
こ

ご
に
し
れ
。

一

本

誘

の
出
[獲

黙

●

氏

は

経

済

階

段

を

劃

定

す

る

に
先

ち

そ

の

出

獲

黙

を

あ

明

か
に
し
て
居

る
、
先

づ
こ
の
黙

か
ら

記

し

て

見

よ

.つ

o
人
文

理
學

〔評
言
ぼ
。
唱
。
げq
Φ£
舜
嘗

一色

は
自
然

ε

人
類

ε
の
關
係

よ
り
し
て
人
類

並

に
そ
の
状

態
の
分
布

第
十
四
巻

(第

三
號

=
八
六
　

五
八
六

を
究
明
す

る
も
の
で
あ
る
。
而
て
自
然
ご
人
類

ε
は
相

關

々
係

に
在

っ
て
、
自
然
は
人
類
に
影
響
を
及
ぼ
す
ε

共

に
人
類
の
加
ふ
る
影
響
に
抵
抗
し
、
叉
人
類
は
自
然

の
影
響
に
対
抗
し
て
自
然
に
影
響
を
加

へ
る
。
赦
に
人

丈
地
理
學
の

一
分
科
だ
る
経
濟
地
理
學
は
人
類
の
側
よ

り
、
殊

に
其

の
欲
望
充
足
の
方
面
か
ら
自
然
`
人
類
ε

の
相
關
々
係
を
根
本
的

に
研
究
す

る
の
任
務
を
有
す
。

而
て
自
然
ご
人
類
ご
は
等
し
く
経
済
地
理
學
の
対
象
で

は
あ
る
が
、
前
者
は
静

に
し
て
後
者
は
動
で
あ
る
。
恰

も
彫
刻
家
ご
大
理
石
こ
の
閣
僚
で
あ
る
か
ら

経

済

生

活
の
主
艘
は
人
類
で
あ
る
。
.穫
濟

ε
は
入

類

の

欲

望

に
封
ず
る
物
質
的
充
足
方
便
の
供
給
、
使
用
.
保
持
を

不
断
に
行
は
ん
ε
す

る
人
類
の
種

々
な
る
経
理
の
絡
構

に
し
て
換
言
す

れ
ば
人
類
が
自
然
に
黝
し
、
あ
る
目
的

〔
欲
望
充
足
)
の

た
め
に

加
ふ
る
影
響
で
あ
る
。

獲
て

自
然

に
加
ふ
る
影
響
に
よ
っ
て
何
物
が
生
れ
出

る
か
は

第

一
に
人
に
よ
り
、
次
に
自
然
に
よ
る
。
.
】
定
の
時
、

一
定
の
場
所
に
於
け
る
経
済
状
態
は
人
の
自
然
に
封
ず

る
勢
働
遽
行
ε
自
然
の
抵
抗

の
如
何
に
よ

っ
て
異
る
。

動
植
物
は
そ
の
生
活
必
要
に
よ
り
、
叉
鑛
物
は
そ
の
出

1)Em・ しF・i・d・i・h;・11言 ・mei・e・.・p・ ・i・1]・Wi・L・Ch・ 丘・9・・匿・・phi・ ・1～P7・ ∫£ip・ig
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現
の
如
何

に
よ
り
著

し
く
場
所
的

に
拘
束
限
定

さ
れ
て

居

る
け
れ
こ
も
る
人
類
の
生
産
に
か
ン
る
も
の
㌧
敬
畏

並

に
質
は
人
類
の
堪
能

に
支
配
せ
ら

る
Σ
ご
ざ
甚
大
に

し
て
旦

2
剛同
慶
の
文
化
人
は
動
植
物
の
移
植
即
ち
目
的

を
意
識
し

つ
」
培
養
法
や
.行
ふ
こ
蓬
に
よ
っ
て
改
【艮
を

計
り
、
叉
交
易
殊
に
世
界
貿
易
に
よ

っ
て
特
定
の
場
所

的
並
に
物
質
的
拘
束
を
脱

し
て
そ
の
欲
望

を

充

足

す

る
。
乍
併
低
度
の
縄
.濟
階
段

に
あ
る
も
の
は
純
然
た
る

採
集
経
済

〔し。
。
日
日
。
一三
「斤鬻
ぎ
『C

を
警
む
人
類
の
團
聚

に
し
て
、
そ
の
欲
望
充
足
に
つ
き
自
然

に
依
鵬
す
る

こ

ご
の
人
な

る
黙
は
動
物
ε
異

る
所
少
な

い
。
即
ち
人
類

の
鰍
、
出
現
の
場
所
、
欲
望
充
足
の
形
式
及
び
そ
の
時

季
は
該
地
域
の
強
制
叉
は
自
然
の
天
與
に
よ
っ
て
支
配

せ
ら
る
。

人
類
以
外
の
動
物

は
そ
の
欲
望
充
足

の
泥

め
、
自
然

の
奥
ふ
る
材
料
を
蒐
集
し
從
て
始
ε
全
く
自
然
の
強
制

に
服
従
し
て
居

る
。
彼
等
が
自
然

の
強
制
に
抵
抗
し
之

が
影
響
を
減
少
せ
し
む
る
唯

「
の
方
法
は
肉
艦

的
適
聡

で
あ
る
。
帥
ち
肉
鵤
約
定
翅
機
關
の
護
蓮
に
よ
り
場
厨

的
、
轍
量
的
困
難
に
打
ち
か
ち
て
欲
望
を
充

π
し
、
冬

雑

録

工
ζ

ス
ト
、
フ
リ
ー
ド
リ
ソ
あ

纒
潴
階
段
翫

季
窮
乏
の
時
に
諷
し
て
は
艦
内
に
脂
肪
層
を
生
じ
、
或

は
皮
毛

の
稜
達
に
よ

っ
て
寒
参

に
耐

へ
う

る
よ
う
に
な

る
。
又
動
物
に
.よ
っ
て
は
.右
の
目
的
の
た
め
艦
外
的
庭

理
を
す
る
も
の
も
あ

っ
て
そ
の
目
的
を
到
達
せ
ん
ε
し

て
動
植
物
を
培
植
馴
致
す

る
こ
ε
さ

へ
あ
る
。
然
ら
ば

動
物
ぜ
人
類
ε
の
差
異
は
何
れ
の
黙
に
あ
る
か
ご
い
.ふ

に
、
人
類
は
自
然
の
強
制
を
脱
却
す
る
た
め
に
自
然

に

謝
し
肉
膿
的
通
歴
を
な
す

の
外
に
艦
外
的
反
動
を
な
す

こ
ε
之
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
反
動
は
艦
外
的
器
具
道
具

の
穫
得
創
浩

ε
な
っ
て
現
は
る
、
之
を
経
濟

ε
稠
す
。

最
低
度
の
人
類
は
多
く
肉
禮
的
適
慮
例

へ
ば
戚
錯
の
鋭

敏
、快
速

の
足
、樹

"
禁

ぢ
上
る
能
力
誓

に
よ

っ
て
自
然

に
対
抗
し
て
居

る
が
、
然

か
も
巳
に
鎧
外
的
道
具
を
以

て
自
己
を
支
持
し
、
或
程
度
に
自
然
の
強
制
を
脱
し
て

欲
望
を
充
足
し
つ
ン
あ
る
。
経
済
上
の
進
歩
獲
達
は
凡

べ
て
艦
外
的
反
動
手
段
の
獲
炭

に
よ

っ
て
自
然
の
強
制

よ
b
欲
望
の
充
足
を
脱
却
せ
し
む
る
こ
ご
を
目
的
ご
し

そ
の
獲
展
に
つ
れ
て
肉
鵠
的
反
動
は
益

々
後
退
す
る
。

看
の
如
く
自
然
の
強
制

ご
之

に
封
ず
る
人
類
の
反
動

ε
は
相
互
作
用
を
な
す
所
の
こ
個
の
力
で
あ
る
ε
考

へ

、

第
十
四
巻

(第
三
號

一
六
七
)

五
八
七

闇
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'

雑

録

ニ
ル
ン
ス
ト
、
フ
ウ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
の
巡
演
階
段
訛

る
こ
ご
が

出
凍

る
。
.こ
の
二
者

を
二

つ
の
季
衡
線

(O
ア

。団o
ゴ
急
。
ぼ
当
三
。
)

ε
仮

定

せ
ん
か
、
若

し
人
類
が
微
力

で
あ
る
場

合

に
は
自
然

の
撮
制
力
を

示
す
線

は
人
類

墨

近

く
横

は
り
、
張
力

な
ら
は
全
く
彼

を
離

れ
る
。
人
類

が

経
濟

生
活
を
笹
む

に
方

っ
て

は
そ
の
材
料

は
之
を
自
然

よ
り
取
り
來
ら

ね
ば
な
.ら
鳳
の
で
あ

っ
て
、
彼
が

自
然

に
謝

し
て
有
す

る
闘
争
力

は
ロ
ハ
そ

の
経
済

の
結
果

に

よ

っ
て
計

量
し
う

る
も
の
で
あ

る
。
純

濟
地

理

學

の
最
も

重
要

写
る
主

題

は
経

済
を
管
む
人
類

の
力

の
張

さ
を
標

準

`
し
て
之

か
匠

分
を
設

く
る

こ
ε
即

ち
経

済
階

段
を

劃

立
す

な

こ
蓬
に
よ

っ
て
、
複
雑
錯

綜

せ
る
経
済
状
態

を
達

観
す

る
こ
ε
之
で
あ

る
。

そ

こ
で
経
済
階
段

の
匠

分

の
準
則

こ
し
で
は
之
を
抽
象

的
に

い

へ
ぜ

、

一
.の
経

済

圏
聚

(♂≦
陰
。。。
富
津
ψびq
三
℃
O
。
)
が
進

み
來

つ
た
所

の
欲

望
充
足

蓬
自

然

の
撮
制

ε
の
問

に
存
す

る
距

離

を
採

用

せ
ね
酔
鶴
ら

阻
。
邸

ち
具
磯

釣

に

い

へ
は
、
道

具
の
進

.化

を
以

て
準
則

ε
し
之

に
よ

っ
て
右

の
距
離

を
決
定
す

を
こ
ξ
が
出
家

る
。

然
ら

ば
人
類

は
自
然

の
強
制

ε
欲
望
充

足

ε
の
距
離

を

如
何
.に
し
て
進

み
行

く
も

の
で
あ
ら

う

か
。

人
類

は
自

第
+
四
巻

(第
三
號

=
八八
)
.
五
八
八

然

に
封
ず

る
経
験

を
心

の
中

に
並
轟
慣
し
、
以

て
自
然

こ

の
闘
争

に
際

し
て
之

を
利
用

し
、
或

は
膿

肉
的
井

に
膿

外
的
道

具

に
憂

吹
す

る
こ
ε

に
よ

っ
て
そ
の
目
違

を
到

達
す
、
從

て
自
然

の
強
制

よ
り

の
距
離

の
大
小
は
経
験

蓄

積

(国
費

ロ
三
品

ゐ
似
μ
u・躍
〕

が

完
全
な

り
ゃ

否

や

に

よ

る
。
故

に
若
し
・沿
の
謹
撰

(
口
耳
乱
∩『
。一口ロ
σq

ユ
。
.
一、の一

徳
『
①
)

帥
経
験

の
集
積

(
中
砂
奪
雪
σq
訟
p
く
。・,停曽¢
。
p
)
1

こ
の
経

験
蓄

積
の
各
部
が
経
済
目

的

の
た

め
に
道
具
ε

い
ふ
財
貨

の
出
現
を
可
能

な
ら
し
び

一

ε

い
.瀞
こ
ε

か
ら
出
機
し
て
行
く
な
ら
ば
、
最
低
の
縄
濟
階
段
か
ら

最
高
の
経
済
階
段

に
到
達
す
る
時
間
的
経
済
獲
展
を
論

.
理
に
劃
し
う

る
ご
共

に
、
叉
経
済
階
段
の
場
所
的
分
布

を
も
合
理
的

に
定
め
ら
る
こ
ε
は
疑

の
な

い
所

で

あ

る
。
.経
験
蓄
積
ご
道
具
ご
鳳
本
質
的
に
相
互
依
存
の
關

係
に
在

っ
て
、

一
定
の
道
具
の
出
現
は

一
定
の
経
験
蓄

積
の
程
度
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
、
故

に
、円
理
的
観
黙

一

　

墨

・
・
翌

せ
・
れ
藩

段
縫

欝

・
・
亦

一
勿
論

是
認
せ
ら

れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

一

二

本

説

の

豊

国

∂¶

経
済
階
段
の
歴
史
的
考
案

■



フ
リ

ー
ド
ソ

ッ

ヒ
氏

は
右
の
蜆

煕

に
立

っ
て
次

の
四

階
段
を
劃
定

し
た
。

セ

モ

も

サ

へ

を

へ

第

一
期
、
反
射
経
済

の
階

段

〔島
。
≦
耳
目聾
p
詮
切ヨ
ー

ず

α
①。。
菊
Φ
津
×
窃

oα
.
萬
o「…胃
7
Φ昌
≦
=
扉
9
欺
[一
号
「
ω
騨
-

日
日
穿
孔
「訂
o訂
沖
)
最

低
度

の
純
.験
蓄

積

は
反
射
作
用

に

し
て
、
動
物

の
適
慰
行
動

に
於

て
最
重
要

の
地

位
を
青

む

る
。
低
度

の
人
類

の
活
動

に
も

こ
の
反
射

作
用

が

重

大

の
勢

力
を

有
し
.
道
具

の
獲

肌
#

に
利
用

の
最
初

の

階

段

に
於

て
は
之
が
主
役
を
演

ず

る
。

反
射

経
済

の
階

段

で
は

、
肉

艦
的
適
鷹

が
「
脛
濟
」
よ
り
も
著

し
く
優

勢

で
め

る
か
ち
、
或

は
之
を
動
物
的
経
済
階
段

こ
い
ひ
或

、
は
採
集
輕

濟
階
段

ご

い
ふ
て
も

可

い
。
何

ε
な
れ
ば

嶺

で
は
主

に
採

集
経
済

が
欲
望

の
充
足

を
確
保

し
、
初

め

て
固

有

の
経

済
師
ち
自
然

の
強
制

か
ら
脱
却

し

て
欲

望

充
足

の
た

め
に
、
自

然
.に
影

響
を
加

ふ
る
に
至

る
か
ら

で
め
る
。
併

し

こ
の
階
段

に
旛

す

る
人
類

の
欲
望

充

足

は
殆

ざ
全
く
自
然

の
強
制

に
支

配

さ
れ

、
主

ε
し
て

肉

禮

的
適
鷹

に
出

て
之

に
勤

抗

し
骸
外
的

反
動

の
見

る

べ

き
も

の
が
少

い
。
反

射
も
本
能

ご
同
じ
く
人
類

が
肉

騰

的

に
蓄

積
し
た
輕
験

財
貨

で

め
る
か
ら

そ
の
持

主

ご
共

難

錐

エ
ル
ン
ス
ト
、
フ
リ
ー
ド
リ
ソ
ヒ
の
縄
濟
階
段
説

に
滅
失
し
、
從
て
人
類
に
封
ず

る
妓
果
は
動
物
に
於
け

「
る
ε
同
じ
く
、
肉
磯
釣
適
癒
井

に
膿
外
的
反
動
た

る
道

具
の
創
造
に
關
し
て
も
滅
失
し
て
し
ま
ふ
。

で

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

第

一
一期

、
本
能

経
済

の
階
段

〔α
げ

飢
聖

ζ
ω二
昇

官
ω層

oα
・
臼
「
訂

晋

窪

く
o
p
を
一「【ω鼻

聾

)
こ
の
階
段

に
於

て

は
本

能

の
助

に
由

て
膿

外
的
道
具

の
創
造

に
必
要

な
る

経
験

を
蓄
積

し
、
自
然

の
強

制

よ
り
脱

し
て
欲
望

を
充

足
す

る
に
至

る
。
帥
皿ち
縮
置
物
探

{集
よ
り
植
献物
栽
培

へ
ざ

移

り
、
狩
猟

よ
b
馴
養

へ
推
移

し
て
行
く
。
欲
望

の
充

足
は
場

所
、
時
、
量

、
賀

に
つ
き

て
不
完
全

な
が
ら
も

前
代

に
比
し
遙

か
に
自
由

で
あ

る
。

併

し
こ
の
階

段
に

於

て
も
、
脛

濟

の
進

歩

に
必
要

な
経

験
蓄

積
た

る
本
能

が
そ

の
持
主

の
死

ご
共

に
滅
失

し
、
叉
什
器
武
器
家
畜

或
は
家

の
附
島

物
等
は
、
そ

の
持
主

に
肉
艘

的

に
附
圏

し
て
居

る
も

の
の
如

く
考

へ
、

そ
の
死

ε
共

に
墓

場

に

埋

め
ら

る
＼
か
ら
経
済
蓄
積

の
具
號
的

表
.視
た

る
道
具

の
貯

積

を
増

加
す

る
こ
ε
極

め
て
少

い
。

や

つ

も

や

し

ヘ

へ

第

三
期

、
傳
読
経

濟

の
階
段

〔旺
①
〔「霧

に
。
涛
o
ヨ
ヨ
ー

2
♂

&
.
血
醇

冨

〔一三
昆
Φ=
窪

≦

・)
人
類

が
道

具
を
後

世

に
繊
…ふ

る
標

に
な

る
に
は
完
全

な
艦

外
的
縄
験
笠
町積

が

第
十
細
巻

(第
三
號

　
大
九
)

五
八
九

』3)S.S.r7fLlg.

、

■



購

録

エ
ル

ン
ス
ト

、
フ

リ
ー

ド
レ

ゾ

ヒ
の
経
済

階
段

説

構
成
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

阻
。
傳
続

(↓
【巴
「ま
P

d
『
。「-

歯
す
毎
噂

国
臼
ぎ

B
B
窪
)
ε
は
人
類
が
経
駿
を

集

積

す
る
π
め
の

一
の
仕
組
で
あ
っ
て
、
自
然
の
強
制
に
甥

…

す

み
経
験
の
保
持
、
蓄
積
、
並

に
之
を
後
代

へ
遺
し
傳

ふ
る
こ
ど
を
確
保
し
、
軈

て
は
心
び
行
く
人
々
の
外
部

に
経
験
を
集
積
し
厨
謂
「
傳
來
」
〔山
Φ
蒔
。旨
旨
8
)
の
輕

、

験
を
増
加
す
。
経
験
蓄
積
を
後
代

へ
遺
し
傳
ふ
る
事
は

模
範
盲
語
形
象
記
録
等
に
出
て
漸
次
完
全

に
行

は
れ
、

殊
に
後
の
三
者
が
経
験

の
傳
続
化
に
最
役
立

つ
。
こ
の

階
段
で
は
前
時
代
よ
b
も
完
全
な
る
経
験
蓄
積

に
出
て

場
所
塒
量
質

に
っ
き
著
し
く
自
然

の
強
制
を
脱
し
て
欲

望
を
充
足
す

る
こ
ど
が
出
家
る
、
換
吉
口
せ
ば
以
前
の
何

れ
の
時
代
よ
り
も
更

に
多
く
、
人
類
の
場
所
的
分
布
、

人
口
の
時
間
的
不
攣
、
孕
均
年
齢

.
人
口
密
度
並
能
生

、

潜
幸
幅
増
進

の
施
設
等
を
獲
展
せ
し
む
る
こ
ε
が
出
家

る
。

コ

し

た

も

へ

う

も

第

四
期
、
斜
里
経
済

の
階

段

(
ら
。
α
o「
二
、冒
①
蕊
∩
『

p
3

0
血
■
α
①「
を
霧
o
冨
o
}頃
沖
=
。
7Φ
口
≦

')

傅
統

が
盆

々

蓄
積
構

成

せ
ら

れ
て
行

け
ば
最
完
全
な
純
瞼
蓄

積
た

る

科
塑
・及
技
術
…ε
な

る
。

こ
の
階

段

で
は
自
…然
に
謝
す

る

鱒

十
四

巻

(
第
三
號

一
七
Q
}

五
九
σ

凡

べ
て
の
経
験
が
、
合
理
的

に
目
的
を
意
識
し
つ
、
蓄

積
せ
ら
れ
整
理
せ
ら
る
㌧
ε
共

に
、
こ
の
経
験
蓄
積
の

内
に
、
將
來
自
然
の
強
制
注
の
岡
争
か
ら
生
れ
出
る
厨

の
知
識
が
既

に
胚
胎
し
て
居

る
。
科
學
は
凡

べ
て
の
自

然
現
象
(外
的
並

に
人
的
)
一

そ
の
中
に
は
差
し
當
け

人
類
の
欲
望
充
足
に
關
係
の
な
い
な
う
な
も

の
も

め
る

が
一

を
詳
密
に
研
究
し
、
技
術
は
そ
の
科
學
の
知
識

…
を
自
然
ご
闘
争
す

る
爲
に
有
形
の
道
具
に
墾
敵
す

る
。

.

故
に
科
學
纒
濟
階
段
は
之
を
合
理
的
意
識
の
縄
濟
階
段

.

ε
も
構
す

べ
く
、
漸
次
科
畢
の
知
識
並
に
技
術

の
作
り

出
し
た
道
具
に
由
て
、

一
種
の
確
實
性

ε
目
的
達
成
欲

ε
を
以
て
自
然
の
強
制
に
樹
抗
す
る
。
實

に
経
験
集
積

の
目
的
は
自
然
の
黙
態
及
人
類
の
状
態
を
徹
底
的
に
研

究

し
且

つ
深
刻
に
認
識
し
、
以
て
欲
望
充
足
の
た
め
意

識
し
つ
＼
自
然
状
態
を
支
配
し
よ
う
ご
す
る
に
在

る
。

の

圏

経
済
階
…段

の
地
理
的
考
察

フ
氏
は
上
述

の
如
く
脛
濟
階
段
を
抽
象
的
且

つ
時
間

的
に
考
察
し
て
.庭
劃
を
試
み
た
が
更
に
現
世
界
に
存
す

る
各
民
族

の
経
済
撚
態
を
具
騰
的
に
観
察
し
、
之
を
各

階
段

に
嘗
て
は
め
以
て
そ
の
地
理
的
分
布
を
劃
定
す

る

s.s.】9-37の

、

■



』

こ
ご
に
努

め
た
。
氏
は
先
づ
各
階
段

に
於
け
る
脛
濟
状

態
人
口
政
治
等
を
述

べ
、
そ
の
各

々
の
最
代
表
的
な
民
.

族
に
っ
き
詳
細
な
例
謹
を
示
し
、
各
階
段

に
於
け
る
自

然
の
強
制
ざ
欲
望
充
足
こ
の
關
係
を
比
較
研
究
す

る
に

便
な
ら
し
め
セ
。
各
民
族

の
経
済
状
態
並
に
如
何
な
る

民
族
が
夫
々
四
階
段

に
漏
す
る
か
に
就
い
て
は
煩
雑
で

め
る
か
ら
省
略
す

る
。
大
艦
に
於
て
経
済
階
段

の
地

理

的
分
布
は
気
褄
帯
(囚
窩
日
脚
N
呂
2
)
ε

一
致
し
て
居

る
事

が
分
る
。
即
ち
科
學
経
済
階
段

に
属
す

る
人
民
は
主
ε

し
て
温
帯

に
居
住
し
清
々
亜
熱
帯
を
出
で
諏
。
亜
熱
帯

は
傳
統
纒
濟
階
段
の
存
す

る
所

に
し
て
、
高
熱
灘
潤
の

熱
帯
及
び
天
恵
少
き
極
地

は
本
能
純
濟
を
管
む
人
類
の

住
居
で
あ
る
。
反
射
纒
濟
階
段
は
執
…帯
亜
熱
帯

の
荒
地
、

の

熱
帯

の
原
始
林
、
極
地

に
存
す
る
事
を
藤
見
す

る
。

借
ほ
氏
は

一
定
の
地
帯
叉
は
地
域
の
酒
値
評
定
は
、

人
類
の
経
験
蓄
積

の
多
少
に
從
て
差
異
を
生
す

る
こ
埴

を
述

べ
、
高
度
の
縄
濟
は
低
度
の
階
段
」
∵
同
っ
て
亡
の

勢
力
を
波
及
し

次
第

に
経
済
獲
達

の
程
度
が

嵐
・
.券
的

に
半
均
せ
ん
己
す

る
の
傾
あ
る
こ
ご
を
も
説

い
た
.丁
更

に
縄
濟
方
向

〔薫

詩
鼻
聾
。・膏
卸
量
⑳
2
)
、

経
済
形
態

雑

録

エ
ル

ζ

卜
、

フ

リ
ー

ド

ー
ソ

・
の
郷
濟

階

段
訊

(≦
噛詩

・冨
蒙
♂
「ヨ
Φ
昌
)
経
済
地
帯

(
≦
算
旨
審
詳
N8
窪

)

に
出

て
地

表
を

匿
劃

し

、

そ

の

経
済
階
段

ε
の

關

係

を
論
じ
、
以

て
各
地
域

が
夫

々
特
異

の
経
済
状
態

を
呈

の

す
る
所
以
を
明
に
し
よ
う
ε
し
た
、
從
て
フ
氏
の
経
済

階
段
を
全
禮

に
亘

っ
て
そ
の
温
酒意
を
解
せ
ん
ビ
な
ら
ば

圭
算
の
諸
研
究
を
も
叙
述
す
る
の
必
要
が
め
る
け
れ
こ

も
之
は
他
日
に
譲

る
。

=
一

餓

論

從
來
種
々
の
観
黙
か
ら
多
く
の
脛
.濟
階
段
説
が
唱

へ

ら
れ
た
が
、
之
等

は
階
段
匠
劃
の
標
準

こ
し
て

=

一の

外
形
的
事
實
を
探

る
に
止
り
、
脛
濟
獲
達
の
真
髄
を
、

特
定
の
.欺
理
的
事
實
或
は
勢
力

の
獲
展
に
還
元
し
て
根

本
的
に
理
解
せ
し
む
る
所
が
少

か
っ
た
。
ビ

ユ
ツ
ヒ
ヤ

ー
や
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
如
き
も
暗
暗
裡

に
.沿
理
的
研
究
に

意
を
用
ひ
て
居
た
が
、

ラ
ム
プ

レ
ヒ
ト
が
輕
濟
階
段
の

「
.恥
理
化
」
を
高
調
し
て
以
來
、
こ
の
傾
向
が
顕
著
ε
な

の

っ
て
来
た
。

フ
氏

の
説
も

こ
の
趣
意

に
出
た

の
で
あ
ら

う
。生

産
要
素
を
標
準

ε
し
た

ロ
ッ
シ
ヤ
ー
の
階
段

誘

に

は
第

一
期
を
「
自
然

が
生

産
上

に
勢

力
を
振

ふ
時
代
」
ご

第

十
四
巻

(第

三
號

一
七

】
)

五
九

一

'

最近 郷 濟 地 理 畢 は一 定 の標準 に 出 て地 域 の 匪 分 な な し、 その各 部 分に 於 け ろ経 済5)混 象
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雑

録

エ
ル

ン
ス
ト
、
ア

リ
ー
ド

リ
ソ

ヒ
の
経
済

階

段

脱

し
て
居

る
が
、
之
は
軍
に
生
産

の
み
を
観
察
し
陀
も
の

で
経
済
生
活
の
全
般
に
亘
り
自
然
ε
人
類
ε
の
關
係
を

心
理
的
に
考
察

し
た
も
の
で
は
な
い
。
叉
パ
ッ
ナ
ソ
や

ギ
ツ
デ
ソ
グ
等
は
心
理
的
研
究
を
な
し
.
殊

に
ギ
氏
は

知
力
生
活

の
方
面
か
ら
有
機
的
経
済
、
本
能
的
経
済
、

理
性
的
経
済
の
三
者

に
分
ち
フ
氏
の
説
{
極

め
て
類
似

し
て
居

る
。
併
し
フ
氏
は
、徹
顕
微
.尾
自
然
ご
人
類

ご
を

樹
立
せ
し
め
、
人
類
の
自
然

に
封
ず

る
脛
験
蓄
積

の
攣

邉
に
-出
て
二
者
の
結
合
の
形
態
叉
は
様
式
の
.塑
化
す

べ

き
を
説
き
、
之
を
標
準
`
し
て
地
理
的
考
察
を
試
み
た

黙

に
於
て
、
假
し
ギ
氏
の
影
響
が
あ

っ
た
に
し
ろ
、
フ
氏

の
功
.績
を
認
め
て
よ
い
。
叉

≦
。涛
雪
算

氏
は
自
然
民

族
、
文
化
民
族
の
匪
別
を
樹
て
更
に
之
を
細
分
し
て
そ

の
地
理
的
分
布
を
研
究
し
て
居

る
が

7
氏
の
如
く
決
定

的
で
な
く
明
瞭
を
鱗
い
で
る
る
。
從
て
フ
氏

の
階
段
説

の
萌
芽
は
既
に
以
前

に
め

っ
た
の
で
め
る
が
、
之
を
大

成
し
た
る
黙

に
於

て
ビ
ユ
ツ
ヒ
ヤ
ー
が

シ
エ
ソ
ベ
ル
ビ

の
経
.濟
階
段
説
を
大
成
し
た
ε
同

一
の
地
位
を
認
め
て

よ
カ
ら
う

ロ
ハ
藪
に
注
意
す

べ
き
は
歴
史
的
脛
濟
階
段

を
無
徳
件

第
+
四
巻

(第
三
號

一
七
二
)

丑
九
二

「「

に
季

面
的
地

理
的

研
究

に
援
用

し
う

る
や
否
や

の
問
題

之
で
あ

る
。
例

へ
ば
同
じ
傳
統
経
済

ご
い
ふ
も
、
科
學

経
済

の
存

し
な

か

っ
た
時
代

の
そ
れ

`
現
代

の
そ

れ
ε

の
問

に
は
、
軍

に
外

形
的

の
み
な
ら

す
.心
理
的

に
著

し

い
差
異

は
無

い
か
否

か
を
検

す
る
の
必
要
が
あ

る
。
而

も
心
理
的
考
察

に
重

き
を
置

い
て
み

る
フ
氏

に
し

て
、

一
吉
口薙

に
論
及
す

る
所

無

き
は
、
遺
憾

で
あ

る
。
又

フ
氏

の
定
義
す

る
「
経
済

」
の
概
念

は
多
少

明
確

を
鉄
ぎ
聴

に

出

て
そ
の
育
ひ
表

し
方
も
違

ひ
、
A
.日

一
般

に
認
用

せ

ら

る
る
所

・し
異

っ
て
居

る
か
に
思

は

る
る
。

そ
の
反
射

経
済

、
本
能
繧
濟

ε
云

ふ
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